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さった地元の組合長さんから生水は毒だから口紅ふく

んで丸めてから飲むようにとありがたいご津意をいた

だいたヨ花しかに冷花くて体温をの差が30℃もある生

水は飲み馴れていない者には毒かも知れない出

てみると井戸水は

1)水温が季節的に変化する地下水

2)水温が年間を通じてほとんど変化し恋い地下水

の二種類に大別できるようである.

季節的に温度変化する井戸水は浅い地下水であって

さらに変化の特徴によって分けると

イ)水温が気温の変化1はく含獺て蛮地する

口)水温梯気濃の変化をは蜜笥把く遼虹な棚て変化する
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ものの二つになる.

井戸水は河川の水や湖沼の水のように気温の影響

をぢかには受けないので若干おくれて巖響をうける.

だからイ)の井戸水は気温よりも1～2ヵ月おく

れて変化する.2)の井戸水は夏に最低冬に最高の

温度を示す.

地表に近い部分の地中温度は気温の影響を受けて変

化する.気温沸血中に伝わる速さや深さはそこの土質

や水分などによって異なるので測定個所によってまち

まちである.地中温度を測定していると気温の伝わ

り方がよく観察され深くなるほど時間がずれることが

わかる.そして深くなるにつれて夏と冬の地中温度

が気温の場合とはちょうど逆になり地中温度の年較差

がだんだん小さくなることもわかる(図1参照)

地下水の温度は地中混度と同じであると考えられる

から地表熔一番近い地下水一一ふつう多く利用されて

いる銭井戸の水は気温の影響をよく受けているといえ

る彗だから滅い地下水の温度は気温よりも1～2

鈎月ずれて高くなり怒り低くなりたりする.また川の

近くにありてその水が地下水となっているような所い

いか免れば昔の川のあをのような所にある地下水の温度

は王～れ月ずれて変化することがある､秋も中は

を過ぎた噴川のそば紀ある井戸水や湧き水が21～22℃

の温度を示している例などは水温の高い川永が地下に

浸透して地温を高めていくのにそれだけの時間がかか

っ花のではないかと考えられる岳このような所での温

度測定を少し課しく帝りてみると川の水秘地下水紀な

りて間淋ないような個所の水温はかなり高くてしかも

挙飾的な混慶差淋大曽い秘下流紀向う慰し花淋って水

温秘低くなるあ鉦もぬ拳飾的な澄度差も小なくなる曲

しかし老の付近の天水1ぴ唱で養われている地下水より

は水温カ塙いので地下水調査1離水温測窟秘大い紀役

立つ､地下水調査を年一回だけではなく春と秋に

やってみるとこのような興味深いことがえられる.

また最近川のそぱにある井戸水が冷たくなってきたと

いう苦情を罫にするこ&秘ある岳これは川砂利の採

敬な削はって河床が低下してい凌凄で川水ポ地下水

となってい免のが逆紀地下水洲ゆ方へ流れ出るよう

紀なったため紀海こつた現象のようである竜

気撮と水温との変化の位方がちぷラど逆紀校ったら

勘り秘花い&思う彗夏紀冷花い水が飲め冬に暖かい

水が使えてその水を冷騒房をして使用すれば燃料が安

くてすむので凄ごと虹好都合である岳ζのような自

然の恩恵をこ負むりている人花ちは案外紀多いを思

う咀もちるん地下水を刹用している人でしかも川の�
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図2地下水温の年変化

そぱあるいはずっと昔に川であった所に住んでいる人

に限る.この特徴ある水温を示す地下水はさきに説

明した1～2ヵ月の遅れで変動する地下水とは違って

それよりも少し深い所にある地下水あるいは川水が

相当量地下に浸透して流れている所1こある.

徳島県の吉野川右岸にある江川湧泉は水温と気温と

カミ道の変化を示すことで有名である.この湧泉は吉

野川の旧流路にあたっていて江川の水源地となってい

る.水温は夏の7～8月に最低の9.C冬の1～2

月に最高の22℃弦となる.ただこの変化の仕方は地

表面下5～7㎜の地温の年変化の傾向とよく似ているが

地温の年較差カミわずか2～3℃であるのに対して湧泉

の温度の方は13℃もある.そしてこの付近では湧泉

だけではなく湧泉周辺にある浅い地下水の温度も同様

な温度現象を示しているが湧泉から下流の方にある地

下水は夏に高く冬に低い水温変化を示している.

江川湧泉のように異常な水温を示す理由は元来江川

が吉野川の派川であってこの筋に吉野川から大量の浸

透水が流れているという調査結果なIとに照らすと地温

の影響によるものではなくこの浸透水による｢いたず

ら｣ではないかと考えられる.吉野川の河床の状態や

江川筋に入ってくる川水の量が今まで通りであればこ

の珍しい湧泉には冬になるとあおあおとした水草が池

一面に繁茂して観光客を楽しませてくれることであろう.

そして鴨島町や近郊の人々の憩いの場所としても末

長く親しまれ愛されるであろう｡

気温の影響が地中に伝わる深さにはある限度がある.

そこの地中温度は年間を通じてほとんど変らないし薮

たその場所の平均気温にほぼひとしくなっている自ζ

こを不易層あるいは恒温層と呼んでいる畠灘密な表現

では地中温度の年較差秘O右比以下のとこるをいう誼

恒温層までの深さは地域によって遣りており北海道

では10～五腕本州では蝸～五鋤田園では独～五晦お

なっている,そして恒温層の温度は上の順にい免ば

10℃12～叉晩五7～蝸℃である茗

恒温層よりも深くなる&地印湿度は大気の羅響を受

けないでふつう深くなるにつれて上昇する苗上昇す

る割合は各地区によって特徴をもっている埋そして

地中温度が25℃以上に珪ってそれ相応の温度を示す水

があると温泉法では｢温泉｣一と定められて別の面で

立派に利用される..恒温層以深の部分で増温する割合

はわが国では平均して25mについて1℃である.

次におもな地区で1℃の上昇に要する深さを挙げてみ

よう.

札幌市23.4㎜

仙台市24.2

浜松揃30.0

知多半島北部18～20

名古屋前20.O

奈良市18.0

大阪市23.6

尼崎市24.3

しかし地中の温度はどこの地区でもこのようにう

まく上昇するものではない.有機物を多く含む粘土質

の層が厚く分布する帯水層カミ砂や礫の粗いもので構成

されている地下水が川の水で豊割こ養われている一

などの条件を備えている所ではそれぞれ特徴のある温

度上昇がみられる.有機物を含む粘土質層カミあると

有機物が酸素の供給を受けて分解し発熱して水温が高

くなる.上の表で知多半島北部や奈良などでの温度

上昇の割合が大きいことや頸城平野新潟平野津軽

平野など裏目李に20℃以上の比較的高温の地下水が存

在するのはこの有機物のせいであろう由粘土層を挟

まない砂礫層で出来ている帯水層の温度は千葉県の五

井地区のように300mもの深さでも15～16℃である.

ここでは浅い所から水温がほとんど一定であえていえ

ば200㎜につき1℃の上昇とでもいうのであろうか.

また粗い帯水層に川の水が豊富に浸透していると150

～200㎜の深さでも14℃前後でしかも年較差ポ0式5℃も

ある地下水がある(大垣市の例)ここでの恒温層の深

さは意地悪な表現をすれば200mよりもまだ深いとも

いえよう.

水温を使って逆にいろいろな地下の様子を知ること

ができる.たとえばさきほど紹介したように春と

秋に浅い地下水の温度を調査して川の水と地下水との

関係地下水がまとまって流れていく水みちなどを確め

ることができる.井戸を新しく掘ってケｰシングを

入れる前に井戸内の温度を測定すると温度の高い所

低い所が求められる.この結果と電気検層の結果とを

照合してストレｰナを入れる個所を決めるということ

も有効な作井上の手段である.

また日本人に愛される温泉は火山地帯芯けではなく

平野でも求めることができる.東京やその近郊にある

滋娘つきの娯楽センタｰや有名になっ液長島温銀などは

地中温度をう'まくとらえたものである二

(筆者は虚用地質都)�


